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大
和
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
流
域
全
体
で
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り
組
む

「
流
域
治
水
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
令
和
3
年
11
月

1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
改
正
を
受
け
て
、
狭
窄
部
を
有
す
る
河
川
も
対

象
と
す
る
指
定
要
件
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
下
流
に
亀
の
瀬
の

狭
窄
部
を
有
す
る
大
和
川
も
、
特
定
都
市
河
川
へ
の
指
定
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
令
和
3
年
12
月
24
日
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
特
定
都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
都
市
河
川
の
指
定
に
つ
い
て

　
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
と
は
、
著
し
い
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
都
市
部
を
流
れ
る
河
川
及
び

そ
の
流
域
に
つ
い
て
、
浸
水
被
害
対
策
の
総
合
的
な
推
進
の

た
め
の
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定
、
河
川
管
理
者
・
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
、
雨
水
の
流

出
を
抑
制
す
る
た
め
の
規
制
、
開
発
・
建
築
を
制
限
す
る
た

め
の
規
制
等
を
行
い
、
流
域
一
体
と
な
っ
た
浸
水
被
害
の
防

止
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
法
律
で
す
。

特
定
都
市
河
川
法
の
概
要

大
和
川
流
域
で
は
、
昭
和
57
年
の
大
水
害
を
契
機
に
、
国
、
県
及
び
流
域
の
市
町
村
が
連
携
し
、
流
域
全
体
で
水
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
「
大
和
川
流
域
総
合
治
水
対
策
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
令
和
3
年
12
月
24
日
に
、

大
和
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
流
域
の
市
町
が
実
施
す
る
「
奈
良
県
平
成
緊
急
内
水
対
策

事
業
」
へ
の
国
補
助
の
嵩
上
げ
な
ど
の
拡
充
や
、
浸
水
被
害
防
止
区
域
の
指
定
な
ど
の
土
地
利
用
対
策
な
ど
、
流
域

に
お
け
る
治
水
対
策
の
更
な
る
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り
組
む
「
流
域

治
水
」
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
取
組
強
化
を
図
り
ま
す
。

上図のとおり、自治体による貯留浸透施設の整備の

補助拡充。民間においても認証制度、補助拡充及び

税制特例により整備促進。

流域における雨水貯留施設の支援拡充

国、県、市町村など流域関係者による浸水対策の効

果的な実施等の検討を行なうための「流域水害対策

協議会」を創設。

流域水害対策に係る協議会の創設

「奈良県平成緊急内水対策事業」の国補助が拡充

現　行

補助率

補助対象

1/3

工事費

1/2

工事費+用地費

指定後

特
定
都
市
河
川
浸
水

被
害
対
策
法
の
ポ
イ
ン
ト

水

治特定都市河川浸水被害対策法の概要
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対象となる行為（雨水浸透阻害行為）の例指定された河川及び流域

現行 新たに設置が必要な行為

止
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
法
律
で
す
。

　
大
和
川
流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
条
例
に
よ
り
開
発
行
為
等

に
対
し
て
調
整
池
等
の
設
置
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
特
定

都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
る
と
左
記
の
行
為
に
対
し
て
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
（
調
整
池
等
）
の
設
置
及
び
知
事
等
の
許
可
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
に
つ
い
て

●田畑（耕地）→宅地

●原野→資材置場（未舗装）

●田畑（耕地）→運動場

●資材置場（未舗装）→駐車場

1
、
0
0
0
㎡
以
上
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
（
条
例
か

ら
変
更
な
し
）

大
和
川
総
合
治
水
条
例
で
調
整
池
の
設
置
を
求
め
て
い

る
行
為
の
他
に
、
上
図
の
よ
う
な
資
材
置
き
場
の
造
成

や
駐
車
場
の
整
備
等
も
新
た
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

既
に
造
成
済
み
の
土
地
や
調
整
池
を
設
置
済
み
の
土
地

に
つ
い
て
も
利
用
方
法
の
変
更
に
よ
り
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

耕地等の土地で行う1,000㎡以上の雨水浸透阻害行為は

対策工事（雨水貯留浸透施設の設置）が必要。

雨水浸透阻害行為の許可

浸水により著しい危害が生ずるお

それがある区域を「浸水被害防止

区域」として指定することができ

る。浸水時に安全な構造としてい

るか等の事前許可が必要。

低地など雨水を一時的に貯留す

る機能を保全する区域を「貯留機

能保全区域」として指定すること

ができる。盛土等に届出が必要。

許可の対象となる雨水浸透阻害行為

「宅地等」以外の土地

（流出係数　小）

【山地】　【林地】

【耕地】　【原野（草地）】

【締め固められていない土地】

【宅地】　【道路】

【池沼】　【水路】　【ため池】

【鉄道線路】　【飛行場】

「宅地等」に含まれる土地

（流出係数　大）雨水浸透
阻害行為

許可の対象となる

雨水浸透阻害行為として

4つの行為を規程している

1）「宅地等」にするために行なう土地の形質変更

2）土地の舗装　例）農地の駐車場への改変

3）排水施設を伴うゴルフ場、運動場等の設置

4）ローラー等により土地を締め固める行為

指定された河川（国管理）

指定された河川（県管理）

指定された河川の流域

行政界

宇陀市

桜井市

天理市

田原本町

三宅町
上牧町

河合町

川西町

安堵町

斑鳩町

平群町 大和郡山市

王寺町

三郷町

広陵町

橿原市

大和高田市

葛城市

葛城川

曽
我
川

米川

大和川

布留
川

飛鳥川

高瀬川

地蔵院川

岩井川

能登川

秋
篠
川

富
雄
川

高田川

大和川

曽我川

佐保川

佐保川

竜
田
川

葛
下
川

寺
川

香芝市

御所市 高取町

高
取
川

明日香村

大淀町

奈良市

生駒市

農地

貯留機能を有する土地の例浸水被害防止区域内の建物の例

河川
1階がピロティ構造
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各
市
町
村
の「
た
め
る
対
策
」取
組
状
況

大
和
川
流
域
で
は
、
昭
和
57
年
の
大
和
川
大
水
害
を
契
機
に
、
国
、
県
、
流
域
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
大
和
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
河
川
改
修
や
ダ
ム
、

遊
水
地
等
の
整
備
に
よ
る
「
な
が
す
対
策
」
と
た
め
池
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
利
用
し
て
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
「
た
め
る
対
策
」
か
ら
な
る
総
合
治
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
平
成
30
年
4
月
に
「
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
総
合
治
水
対
策
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

市町村別における

流域対策整備状況

0％以上25％未満

25％以上50％未満

50％以上75％未満

75％以上100％未満

100％以上

ため池治水利用
+

雨水貯留浸透施設
+

水田貯留

第32回大和川流域総合治水対策協議会の開催状況

（令和2年度末実績）

　
令
和
2
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、
流
域
全
体
（
県
及
び
市
町
村
）
で
は
計
画
目
標

量
（
約
１
８
２
万
㎥
）
に
対
し
て
約
１
６
５
万
㎥
の
進
捗
状
況
で
あ
り
、
進
捗
率
は

約
91
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
町
村
で
は
、
計
画
目
標
量
（
約
１
０
７

万
㎥
）
に
対
し
て
、
約
71
万
㎥
の
進
捗
状
況
で
あ
り
、
進
捗
率
は
約
66
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
以
降
、
流
域
対
策
に
取
り
組
む
市
町
村
は
増
加
し
進
捗
率

が
15
％
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い
上
流
側
の
市
町
村
で
流
域
対
策
の
進
捗
が

遅
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
上
下
流
市
町
村
で
進
捗
率
が
ば
ら
つ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
平
成
30
年
度
末
か
ら
令
和
2
年
度
末
ま
で
の
、
最
近
2
カ
年
の
市
町
村
の
進

捗
率
は
、
約
７
％
伸
び
て
い
ま
す
。 

奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
天
理
市
、
御
所
市
、

生
駒
市
、
香
芝
市
、
葛
城
市
、
平
群
町
、
川
西
町
、
高
取
町
、
広
陵
町
に
お
い
て
「
た

め
る
対
策
」
が
進
み
ま
し
た
。

市
町
村
別
「
た
め
る
対
策
」
の
整
備
状
況

■
た
め
る
対
策
は
、
県
・
市
町
村
に
計
画
目
標
量
を
定
め
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
状
況

　
令
和
3
年
7
月
19
日
に
第
32
回
大
和
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
を
開
催

し
、
県
か
ら
「
た
め
る
対
策
」
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

大
和
川
流
域
総
合
治
水
協
議
会
の
開
催

奈良市

桜井市

天理市

田原本町

三宅町

上牧町

河合町
川西町

安堵町
斑鳩町

平群町 大和郡山市

王寺町
三郷町

広陵町

橿原市
大和高田市

葛城市

香芝市

御所市 高取町

明日香村

大淀町

生駒市

水

治
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県
と
8
市
町
が
包
括
協
定
を
初
め
て
締
結

令
和
3
年
11

月
2
日
に
、
知
事
及
び
関
係
8
市
町
長
が
出
席
し
「
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
包
括
協
定
締
結
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
葛
下
川
、
高
田
川
、
葛
城

川
及
び
不
毛
田
川
の
4
流
域
で
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

大和川流域の支川流域において、上下流の市町村と

県が包括協定を締結し、上流と下流が一体となって

総合治水を推進するための体制を構築します。

包括協定
（支川流域単位）

支川流域

実施計画イメージ

県とA町、B町、C市が

包括協定を締結。

包括協定イメージ

本川

支川 浸水地区①

浸水地区②
浸水地区③

A町

B町

C市

上牧町のアスガ谷池において、余水吐の切り下

げ（40cm）により、概ね1,450㎥の治水容量を確

保する予定。

広陵町の清福寺池において、池底の掘り下げ、

堤防強化により、概ね1,300㎥の治水容量を

確保する予定。

御所市の新堀池にお

いて、現況の治水利用

の一部を転用すること

により、概ね3,080㎥

の治水容量を確保する

予定。

葛城市の柿ノ本池におい

て、余水吐の改良により、

概ね10,800㎥の治水容量

を確保する予定。

4流域における

「ためる対策」の例

葛下川流域1

不毛田川流域2

葛城川流域3

高田川流域4

余水吐の切り下げのイメージアスガ谷池の全景

清福寺池の全景

新堀池の全景

柿ノ本池の全景

広
陵
町
に
お
い
て

め
る
対
策
」
が
進
み
ま
し
た
。

　
「
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
で
は
、
県
と
流
域
市
町
村
が
包

括
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
上
流
及
び
下
流

が
一
体
と
な
っ
て
総
合
治
水
を
推
進
す
る
た
め
の

体
制
を
構
築
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
条

例
に
基
づ
き
、
「
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
包

括
協
定
」
を
葛
下
川
な
ど
４
流
域
に
お
い
て
初
め

て
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
町
村
毎
に
実
施

計
画
を
策
定
し
、
「
た
め
る
対
策
」
を
推
進
す
る

市
町
村
に
対
し
て
、
県
か
ら
財
政
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

包
括
協
定
の
概
要

利水容量

利水容量
利水容量

治水容量

治水容量

水

治

余水吐
利水容量

利水容量

治水容量
余
水
吐

余水吐
利水容量

利水容量

治水容量
余
水
吐



和気あいあいとした雰囲気で行われる河川清掃

― 2月は大和川水質改善強化月間です ―

一人ひとりの取り組みで川の水をきれいに！

大和川の水質は流域全体の取り組みによって、

年々改善されてきていますが、

その支川ではまだまだ改善が必要です。

水が汚れる原因の約7割は生活排水。

川をきれいにするためには、

私たち一人ひとりの取り組みが大切です。

家から出る汚れ

（生活排水）

自然から出る汚れ

大和川が

汚れる原因

72.8％

工場などから

出る汚れ

大和川水環境協議会調べ

（平成25年度データ）

13.2％

畜産から出る汚れ

10.1％
3.9％

　
会
の
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
22
年
、
あ
る
テ
レ
ビ

番
組
で
菩
提
川
が
「
日
本
で
一
番
汚
い
川
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
住
民
の
間
で
「
協
力
し
合
っ
て
、
ワ
ー

ス
ト
1
か
ら
脱
出
し
よ
う
」
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
有
志
で

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
菩
提
川
は
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
ベ
ッ
ド
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
お
り
、
車
か
ら
の
ポ
イ
捨
て
も
目
立
ち
ま
し
た
。
毎

月
1
回
、
河
川
清
掃
を
行
い
、
目
に
見
え
て
き
れ
い
に
な
っ
た

こ
と
で
、
ご
み
を
捨
て
る
人
も
少
な
く
な
り
、
悪
臭
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の
草
刈
り
も
毎
月
1
回
行
っ
て
お
り
、

川
沿
い
の
遊
歩
道
も
歩
き
や
す
く
な
っ
た
の
で
、
散
歩
を
す
る

方
も
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
道
な
河
川
清
掃
で
広
が
る
「
地
元
の
輪
」

西嶋 嘉彦さん （写真：右）

中島 康晴さん （写真：中央右）

嶋田 惠司さん （写真：中央左）

武田 弘之さん （写真：左）

菩提川を汚さない会

代表

地
元
の
汚
名
を
返
上
す
る
た
め
に
結
成

活
動
の
継
続
で
川
が
目
に
見
え
て
き
れ
い
に

集

特インタビュー
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奈
良
市
内
を
流
れ
る
菩
提
川
は
、
生
活
排
水
や
工
場
排
水
な
ど
の
汚
水
の
流
入
に
よ
っ
て
、
か
ね
て
よ

り
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
水
質
改
善
の
た
め
に
活
動
を
続
け
る
「
菩
提
川
を
汚
さ
な
い
会
」

代
表
の
西
嶋
嘉
彦
さ
ん
ら
4
名
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

24

308

近鉄奈良線

JR桜
井
線

JR
大
和
路
線

122

754

佐
保
川

菰
川

菩
提
川

奈良駅

新
大
宮
駅

菩提川の位置

● 主な活動場所



1.ごみが劇的に減った菩提川　2.女性会員も活躍する「花の植え替え」　3.毎月1回行う「草刈り」　4.川沿いを美しく彩る花々

3

4

21

食器やフライパンは汚れを拭き取ってから洗

う。古着を使えば、無駄なごみも出ません。

地域のみなさま、関係団体、企業、行政が一緒

に大和川を清掃します！ぜひ近くの会場で参加

してください。集合場所等詳しくは県水資源政

策課HPにて掲載しています。

拭き取る

食事は食べる分だけ作り、残さない。残った

ら冷蔵庫などで保存！

残さない

シャンプーやリンスを使いすぎないようにし

風呂の残り湯を洗濯や掃除に使いましょう！

無駄にしない

三角コーナーや水切りネットを活用して、食

べ残しなどは直接流さない。

流さない

【 大和川一斉清掃 】

令和4年3月6日（日）午前中

県水資源政策課

TEL. 0742-27-8489

家庭でできるちょっとした工夫みんなの手で美しい川に

時

問

　
河
川
清
掃
と
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
の
が
、「
菩
提
川
沿
い
の
公

園
」付
近
の
植
栽
活
動
で
す
。東
側
の
遊
歩
道
は
、春
に
は
菜
の
花
、秋

に
は
コ
ス
モ
ス
が
約
3
0
0
m
に
わ
た
っ
て
、咲
き
誇
り
ま
す
。西
側

の
遊
歩
道
に
設
け
ら
れ
た
花
壇
も
春
と
秋
に
苗
の
植
え
替
え
を
行

い
、季
節
ご
と
に
彩
り
豊
か
な
花
が
咲
く
た
め
、そ
れ
ら
の
花
々
を
鑑

賞
で
き
る
公
園
は
地
元
住
民
の
憩
い
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。花
の
管

理
は
日
々
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
合
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。最
も
大
変

な
水
や
り
の
作
業
に
関
し
て
は
、近
く
に
住
ん
で
い
る
方
の
ご
厚
意

で
水
道
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、公
園
に
は
ホ
ー
ス
が
常

設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
な

お
、草
刈
り
活
動
や
花
壇
管
理
は
奈
良
県
が
実
施
す
る「
憩
い
の
川
づ

く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
彩
り
花
づ
つ
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
」※ 

に
参
加
し
、

実
施
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　※

内
容
は
最
終
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
中
に
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
や
「
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
年
々
増
え
、
そ
の
言
葉
は
大
変

う
れ
し
く
、
活
動
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
周
辺

の
遊
歩
道
が
、
鉄
道
会
社
が
主
催
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス

に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
方
に
菩
提
川
周
辺
の
散
策
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　
活
動
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

健
康
面
へ
の
配
慮
で
す
。
年
配
の
方
が
多
い
の
で
、「
2
時
間

以
上
行
わ
な
い
」「
夏
場
は
気
温
が
上
が
る
前
に
終
わ
る
」
な

ど
の
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
世
代
交
代
を
図
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
し
、「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
の
植
栽
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

メ
ン
バ
ー
が
日
々
協
力
し
な
が
ら
管
理

地
域
住
民
の
感
謝
の
言
葉
が
や
り
が
い

健
康
面
に
配
慮
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
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INFORMATION

｢地域の河川サポート事業｣参加団体募集！～河川美化活動を支援します～

奈良県河川情報システムのアラームメールご活用ください！

憩いの川づくりプログラム

草刈り

1回の参加人数10人以上

年間1回以上、延長100m以上､

刈り取り高10cm以下

面積に応じた報償金の支給

(㎡×9円)

傷害・賠償責任保険の加入

看板の設置

TEL.  0742-27-8489
URL.  http://www.pref.nara.jp/17237.htm

詳しくは右記URLよりご確認ください。

プログラムは、3種類あります。活動にあったプログラムでご参加ください。

● 登録画面イメージ

地域による河川美化活動を育成し、憩いと潤いのある河川空間を創出するため、地域住民のみなさまが主体的

に実施される河川美化活動（河川の清掃・草刈・花の植栽等）を支援します。

内 容

要 件

 

支援内容

彩り花づつみプログラム

花の植栽・維持管理

1回の参加人数３人以上

面積に応じた報償金の支給

(㎡×320円）

傷害･賠償責任保険の加入

看板の設置

花苗等の物品の支給

※花苗の植え付け及び維持管理の場合

内 容

要 件

支援内容

ボランティア支援プログラム

清掃

（軽微な草刈りを含む）

1回の参加人数5人以上

年間１回以上、延長50ｍ以上

報償金の支給または、

傷害・賠償責任保険の加入

内 容

要 件

支援内容

奈良県水資源政策課

登録して頂くと･･･ 詳しくは、下記のQRコードを読み取るか、Webサイトをご覧ください。

奈良県河川情報システム

【アラームメール】にアクセスできます。

http://www.kasen.pref.nara.jp/amailpub_fp/

　お住まいの地域で気象警報・注意報が発令された際や、強い雨の降っている箇所や水位が上昇した場合に、メールで情

報配信を行っています。早めの避難行動をとるためにも是非登録をお願いします。

河川水位が上昇した場合や気象警報が発令された場合に、 

その情報メールが届きます。

4G4G 4G

吉野町・大淀町・下市町・黒滝村・天川村・下北山村・
上北山村・川上村（吉野土木エリア）

五條市・野迫川村・十津川村（五條土木エリア）

橿原市・桜井市・川西町・三宅町・田原本町・高取町・
明日香村（中和土木エリア）

宇陀氏・曽爾村・御杖村・東吉野村（宇陀土木エリア）

大和高田市・御所市・香芝市・葛城市・上牧町・王寺町・
広陵町・河井町（高田土木エリア）

奈良市・天理市・山添村（奈良土木エリア）

大和郡山市・生駒市・平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町
（郡山土木エリア）

地域選択・市町村選択 水位情報・雨量・気象警報ユーザ登録

【アラームメール配信条件】

（地域選択）

メール配信を希望する地域を選択して下さい。

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

任意　　　cm

●法蓮

70

■地域選択

■メール登録
アラームメールサービスをご利用されたいメールアドレスを
入力して、「送信」を行って下さい。入力したメールアドレ
ス宛てに案内メールが送信されます。

携帯電話でメールが届かない場合はメールの受信設定にて
下記のアドレスまたはドメインの受信許可の設定をおこなっ
てください。
受信許可の設定をいただくドメイン：
kcn.jp

メールアドレスに届いたURLにアクセス

メールアドレスを入力

【アラームメール】

（ユーザー登録）

送信

■水位情報
基準水位を超えた場合または設定した値を超えた場合に
メール配信します。

全選択 全解除

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

任意　　　cm

●秋篠

110

地域選択画面が表示されるので、

受信したいエリア・市町村名を

選択してください。

観測局名です。

チェックを

いれます。

迷惑メール設定などをしている場合、

「kcn.jp」の受信許可設定が

必要です。

任意の水位でも

設定できます。


